



























S=S (,A. , i），一一く O，ーで＞ Oa A ai (2) 
で決まるものとする。この貯蓄関数の具体的な形式は次のカルドア型貯蓄関数
S = S (A , i)= [sG (i) -lsG (i) -sw (i) ! ). ] 
= J ( 1 -A ) SG(i) + Sw (i) ・ A ! , BG> 0 , 

























































































労働者の貯蓄性向ω貯蓄性向s同と同じであり， 1>sG >sw> 0で、ある
とき，貯蓄関数（2）では賃金分配率λが上昇しでも貯蓄Sは増加しないので
（笠斗 貯蓄は賃金分配率には左右されないo さらにJ ルドア型貯蓄BA 
関数（3）を考慮しても，所得分配を決定する可能性は存在しないことになる口
②貯蓄と投資が実質利子率に依存するとき。
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図2の第2象限において（ペカルドア型貯蓄関数（3）を適用すれば， S(O)=sc > 
Swニs(1）が成り立つので， S<O，すなわち， S(0) >S (1)によって， Y*=










Y=I+Io － k 。司’
がその水平線で、ある。
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I↓lo 」一YKとY一一一よとの交点の横座標であり，
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この場合，このモデルに労働市場の均衡条件ともなる
.-¥ = '1( Y) 図5仕8
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